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１.研究の概要 2.成果の特徴・知財

3.既存技術との比較・アピールポイント 4.バイオものづくりへの展開例と課題

微生物を用いた天然由来成分の発酵生産 2025年9月3日記載 ファーメランタ㈱ （増田直之 事業開発部長
naoyuki.masuda@fermelanta.co.jp）

微生物に多数の遺伝子導入を行うことで、目的物質を生産するための生産ライン（代謝経路）を
設計・構築可能です。主に植物由来の二次代謝産物の生産において、スケーラブルで安価な
代替生産方法をご提供いたします。

多数の外来遺伝子を細胞に導入し、人工的な生命システムとして統合的に制御する技術を保
有しています。これら技術を組み合わせることで複雑な構造を持つ二次代謝産物の生産を行い
ます。

多段階反応には、世界でも解明されていない様々な技術課題が存在しています。ファーメランタ
ではこれらの課題に対して、革新的なソリューションを保有しています。

【展開例】
◆パートナー様の持つ生産ニーズに対し、POCとして作製したプロトタイプ株から技術課題を
抽出し、実用生産株に向けた改良を行うことができます。
【課題】
◆組換え大腸菌を用いるため、GMO対応設備が必要となる。
◆食品として用いる場合、高度精製食品としての認可取得が必要
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